
心身をきたえたくましくなろう

　　　　　　　　　　　　ノ潔繍．

21世紀にむけて
新ひむかづくり町民会議発足

　3月23日、町中央公民館において「新ひむ

かづくり運動東郷町民会議」の設立総会が行
オつれ．ました。

　この「新ひむかづくり運動」は県が置県り00

年を機に21世紀に向けての郷土づくり．住み

よい地域づくりをめざす運動として進めてい

るものです。

　当日は、町をはじめ各関係機関団体から40

名が参加し役員が選出されました。今後は、

東郷町の特性をいかした運動が進められます。
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手をとりてわれらは立てり春の日の
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制度事業を積極導入

850万円一般会計予算は22億9，

　
三
月
の
定
例
町
議
会
が
、
三
月
十
二
日
に
招
集
、
二
十
二
日
ま
で
の
十
一
日

間
の
日
程
で
開
か
れ
、
昭
和
六
十
年
度
予
算
等
が
提
案
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
昭
租
颯
君
年
度
の
、
．
［
．
般
会
、
計
は
刈
厳
し
い
財
政
事
情
を
反
映

し
て
前
年
度
に
比
し
て
わ
ず
か
二
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
で
、
財
政
健
全
化

を
基
調
と
し
た
緊
縮
型
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
期
途
中
の
十
八
日

に
、
沖
縄
県
宜
野
湾
市
と
の
姉
妹
市
町
の
契
り
に
つ
い
て
の
議
案
が
上
提
さ
れ

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
予
算
案
の
提
案
説
明
に
先
だ
ち
行
わ
れ
た
所

信
表
明
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
（
一
部
抜
す
い
）

厳
し
い
財
政
事
情

…
…
国
及
び
県
の
厳
し
い
行
財
政
運
営

の
指
導
と
制
約
を
受
け
、
行
政
の
合
理

化
、
財
政
の
節
減
を
強
い
ら
れ
岩
窟
な

町
政
の
執
行
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
即
ち
、
昭
和
五
十
九
年

度
予
算
．
に
お
い
て
、
事
業
費
に
つ
い

て
は
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
事
務
費
に
つ

い
て
は
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
節
減
を
強

い
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
こ
と
は

昭
和
六
十
会
計
年
度
予
算
編
成
に
つ
い

て
も
引
き
続
き
執
ら
れ
た
措
置
で
あ
り
、

公
共
事
業
の
推
進
を
は
か
り
、
活
力
あ

る
町
政
の
進
展
を
期
す
る
上
に
於
て
、

苦
し
い
予
算
で
あ
る
と
申
さ
ざ
る
を
得

な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
町
の
財
政
力
は
、
五
十
八
年
度
決

算
で
見
る
限
り
、
経
常
収
支
比
率
で
八

五
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
公
債
費
比
率
で
一

五
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
と
極
め
て
高
く
、

県
下
四
十
四
市
町
村
の
う
ち
で
ワ
ー
ス

ト
順
位
の
高
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、
県
当

局
か
ら
も
財
政
再
建
に
つ
い
て
厳
し
い

ま
な
ざ
し
を
向
け
ら
れ
、
指
導
を
受
け

て
い
る
実
情
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
劣
悪
な
財
政
事
情
に
至

っ
た
背
景
と
し
て
は
、
歳
入
の
伸
び
悩

み
と
、
地
方
借
入
金
に
依
存
し
て
の
事

業
の
実
施
な
ど
が
理
由
と
し
て
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
今
後
の
財
政
運
用
と
し
て

は
、
歳
入
歳
出
の
均
衡
あ
る
予
算
編
成

と
適
切
な
執
行
、
並
び
に
運
用
を
図
る

こ
と
が
緊
要
事
で
あ
る
と
思
料
い
た
す

も
の
で
す
。

　
従
い
ま
し
て
、
六
十
年
度
の
予
算

編
成
に
つ
い
て
は
、
本
町
の
お
か
れ

て
い
る
財
政
事
情
の
実
態
に
か
ん
が
み

歳
入
と
く
に
自
主
財
源
の
確
保
を
図
る

こ
と
に
懸
命
の
努
力
を
払
い
、
他
方
に

お
い
て
は
行
政
経
費
の
圧
縮
節
減
を
極

力
は
か
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
力
点
を
お
き

編
成
に
当
っ
た
次
第
で
す
。

　
自
主
財
源
の
確
保
、
わ
け
て
も
町
有

財
産
で
あ
る
立
木
処
分
収
入
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
今
日
の
木
材
市
況
に

見
ら
れ
る
通
り
価
格
の
低
迷
、
需
要
の

減
退
が
続
い
て
い
る
現
況
下
に
お
い
て

売
却
処
分
が
是
な
の
か
、
市
況
を
に
ら

ん
で
後
日
に
処
分
を
延
ば
す
が
適
切
な

の
か
判
断
に
苦
慮
い
た
す
と
こ
ろ
で
す
。

制
度
事
業
を
積
極
的
に
導
入

…
…
以
上
の
通
り
、
非
常
に
厳
し
い
財

政
の
実
情
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
は
、

二
年
前
申
し
上
げ
ま
し
た
五
つ
の
公
約

を
果
た
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
義
務

と
責
任
を
有
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
従
い
ま
し
て
、
国
・
県
の
助
成
を
受

け
、
又
、
制
度
事
業
の
導
入
を
積
極
的

に
行
っ
て
公
共
事
業
の
推
進
を
図
り
、

農
林
業
を
始
め
、
商
工
業
の
振
興
を
進

め
る
中
か
ら
町
民
生
活
に
活
性
化
を
与

え
、
引
い
て
は
町
政
の
進
展
に
寄
与
せ

ん
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
牧
水
生
誕
百
年
祭
に

　
　
　
　
　
　
　
　
向
け
て

　
昭
和
六
十
年
。
そ
れ
は
区
切
り
の
良

い
年
で
ご
ざ
い
ま
す
。
わ
が
町
が
生
ん

だ
国
民
的
歌
人
若
山
牧
水
の
生
誕
百
年

に
当
る
年
で
も
あ
り
ま
す
．
．

　
町
で
は
、
既
に
牧
水
生
誕
百
年
の
記

念
祝
賀
行
事
を
盛
大
に
行
う
べ
く
、
県

及
び
延
岡
、
日
向
の
両
市
と
相
い
携
え

て
、
周
到
な
準
備
と
計
画
を
立
て
、
既

に
実
施
段
階
に
踏
み
入
っ
て
い
る
と
こ

で
ご
ざ
い
ま
す
．
．

　
宜
野
湾
市
と
の

　
　
　
友
好
姉
妹
市
町
を

…
…
さ
ら
に
、
昭
和
六
十
年
を
期
し
て

か
っ
て
四
十
有
余
年
前
に
学
童
疎
開
と

し
て
来
町
を
み
た
宜
野
湾
市
と
友
好
姉

妹
市
町
の
契
り
の
話
し
に
つ
い
て
も
、

そ
の
期
の
熟
す
る
に
か
ん
が
み
て
是
非

と
も
こ
れ
が
実
現
を
期
し
た
い
も
の
と

念
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
…
＝

…
…
昭
和
六
十
年
は
、
町
に
と
り
ま
し

て
意
義
深
い
年
で
あ
り
ま
す
が
、
私
に

と
り
ま
し
て
も
任
期
後
半
へ
の
折
り
返

し
に
か
か
る
大
事
な
年
で
ご
ざ
い
ま
す
．
．

　
公
約
の
実
現
達
成
を
目
指
し
て
力
の

限
り
を
尽
く
し
た
い
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
…
…
…
。予

算
の
あ
ら
ま
し

　
一
般
会
計
は
、
二
十
二
億
九
千
八
百

五
十
万
円
で
前
年
度
当
初
に
比
べ
二
・

三
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
に
な
っ
て
い
ま

す
、
．　

歳
入
で
は
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地

方
交
付
税
が
瓦
億
五
千
万
円
（
四
一
・

三
％
）
、
国
、
県
支
出
金
が
四
億
六
千

六
百
七
十
万
三
干
円
（
二
〇
・
一
二
％
｝
、

町
債
三
億
六
白
二
十
万
円
（
＝
二
・
三

％
）
な
ど
依
存
財
源
が
七
八
・
五
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
、

　
自
主
財
源
で
は
、
町
税
が
二
億
二
千

三
＋
五
万
六
下
円
（
九
・
六
％
）
、
財
産

収
入
が
八
千
五
百
六
十
一
万
円
（
三
・

七
％
）
な
ど
二
一
・
五
．
パ
ー
セ
ン
ト
で

苦
し
い
財
政
構
造
と
な
一
．
ガ
、
い
ま
す
．

性
質
別
に
見
る
と

　
歳
出
で
は
、
入
件
費
、
公
債
費
、
扶

助
費
の
義
務
的
経
費
が
ト
億
五
干
五
万

六
千
円
（
四
五
・
七
％
｝
　
普
通
建
設

事
業
費
な
ど
の
投
資
的
経
費
が
八
億
自

七
十
三
万
二
千
円
（
三
四
・
九
％
）

そ
の
他
一
般
行
政
経
費
が
四
億
四
千
六

百
七
十
一
万
二
下
円
（
一
九
・
四
％
｝

と
な
っ
て
い
ま
す
．
．

囹
歳
入
の
財
源
構
成

依

存

財

地方交付税
　950，000千円、　（41．3％）
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／

％

117，675千円（5．1％）

69，956千円（31％）

85，610千円（37％）
21．5

／

歳入総額

2，298，500千円

源

　
　
　
　
亀

艶
騰

国
庫
支
出
金

782，000千円（3．6％）

123，889千円（54％）

そ
の
他

　
　
．
鯉
蕉

轟
産
収
ザ

　
　
　
　
回
避

自
　
　
町
2
0
（

　
　
　
　
　
2

主
財
源

囹
歳
出
の
性
質
面
構
成

町　債
306，200千円

　　　（13．3％）

義

経

54，587千円（2．4％）

囹
歳
出
の
目
的
別
構
成

的

県支出金
342、814千円

、　　（14．9％）

　
　
農
林
業
振
興
に

　
　
　
　
　
五
億
八
千
万
円

　
本
町
の
最
も
大
き
な
施
策
で
あ
る
農

林
業
に
つ
い
て
は
、
全
体
の
二
五
・
三

パ
ー
セ
ン
ト
、
五
億
八
千
百
二
十
三
万

九
千
円
を
投
入
し
て
振
興
を
図
り
ま
す
。

　
主
な
事
業
は
、
総
合
モ
デ
ル
事
業
、

農
業
構
造
改
善
事
業
、
団
体
営
農
道
整

備
な
ど
農
業
関
係
費
と
し
て
四
億
三
千

八
百
六
十
五
万
七
千
円
を
、
林
業
構
造

改
善
事
業
、
公
有
林
整
備
、
作
業
道
開

5勇

人件費
563，040千円

＼　（24．5％）

その他59，618千円

災害復旧事業費

67，980千円

　　（3．0％）

（2．6％）

　　誘諺

一）し

19．4％

ピ　補助費等
　　253，703千円

　　　　（11．0％）

物件費
F33，391「FF1ヲ

　　　（5．8刎

扶助黄89・獄千円
＼　　（3．9％）

歳出総額

2，298，500千円

　
　
費

費
卿

債
8
8
2

　
乳
1
7

公
3
9
一

畿讐鞠
％

45．ア
経

雑

費
34．9％

鍔琴縮

25鷺鉾円＼

　（11．2％）

一
衛生費　74，980千円

一　　（3．3％）

商工費1．691千円
災害復旧費67，980千円

予備費5つ00千円

歳出総額1

2，298，500千円

農林水産業費
581．239千円

（25．3％）

設
等
、
林
業
関
係
費
と
し
て
一
億
四
千

二
百
十
三
万
二
千
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。　

道
路
網
整
備
に
は
、
二
億
七
千
九
百

十
万
一
千
円
を
計
上
し
、
町
道
十
一
路

線
の
改
良
・
舗
装
、
橋
梁
二
橋
の
整
備

が
行
わ
れ
ま
す
。

坪
谷
繭
離
｝
を
改
築

　
こ
の
ほ
か
、
坪
谷
保
育
園
及
び
坪
谷

幼
稚
園
の
改
築
の
た
め
の
予
算
が
計
上

2
％

3

　公債費
397，895千円

　（17．3％）

教育費
268，227千円

　（11．7％）

話鱒
（35％）土木費

　　　279」01千円

　　　　　（12．1％）

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
牧
水
生
誕
百

年
記
念
事
業
と
し
て
、
牧
水
公
園
整
備
、

記
念
行
事
経
費
な
ど
三
千
六
百
万
円
余

り
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
施
設
整
備
と
し
て
は
、
防
火
水

槽
二
基
、
小
型
ポ
ン
プ
一
台
、
無
線
機

の
設
置
な
ど
一
千
百
八
十
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
坪
谷
川
ほ
場
整
備
、
農
免
道

整
備
、
林
業
関
係
整
備
な
ど
県
営
事
業

を
誘
致
し
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

会計別予算（）は対前年比

一般会計　　22億9，850万円

　　　　　　　　　（2．3％）

特別会計

●国民健康保険事業

　3億3，216万円（△1．8％）

●老人保健

　2億9，709万4千円（34。3％）

●簡易水道事業

　　2，002万円（△45．2％）

●国民健康保険病院事業

　2億1，320万9千円（△8．6％）

し
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”
う
つ
く
し
く

　
　
　
　
　
清
き
思
ひ
出
と
ゴ
め
お
か
む

　
　
　
　
　
願
ひ
を
持
ち
て
今
を
す
ご
せ
よ
”

卒
業
生
が
歌
碑
建
立
－
東
郷
中

　
こ
の
春
、
東
郷
中
学
校
を
卒
業
し
た

卒
業
生
六
十
四
名
が
、
卒
業
記
念
に
と

校
舎
前
に
牧
水
歌
碑
を
埋
迄
し
、
三
月

レ
八
日
の
卒
業
式
の
日
に
除
幕
式
を
行

い
ま
し
た

　
今
年
は
、
牧
水
生
誕
百
年
に
あ
た
る

た
め
、
そ
れ
に
併
せ
て
立
て
た
も
の
で

▼歌碑のうしろには遠く尾鈴連山を眺めることができる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼う鍔「■■■

す
、　

三
月
十
八
日
は
、
卒
業
式
終
了
後
の

十
一
時
三
十
分
か
ら
卒
業
生
と
そ
の
父

兄
、
学
校
関
係
者
な
ど
約
百
五
十
名
が

参
列
し
盛
大
に
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
．
．

8
ら
辱
ら
馳
・
璽
亀
奪
・
・
．
・
ら
9
ら
驚
ら
・
・
し
・
し
り
唇
ら
噂
噸
塾
◎
奪
■
ヤ
■
・
噂
辱
●
辱
■
・
．
ら
亀
◎
、
蟻
噛
●
・
◎
警
ら
亀
も
し
■
辱
●
9
ら
・
●
亀
◎
駕
亀
専
噸
亀
■
●
も
覧

鱒…　

u
迫
野
内
区
誌
」

””
ザ
書
壇
。
迫
野
内
上
口
・
か
発

，

榊
　
現
在
の
迫
野
内
区
は
、

ゆ

…
昭
和
八
年
に
東
迫
野
内
と

ロ

岬
西
迫
野
内
の
両
区
が
合
併

…
さ
れ
た
も
の
で
、
昭
和
五

御
釦
十
八
年
が
五
十
周
年
に
あ

ロ

”
た
る
た
め
、
そ
の
記
念
行

ゆ

…
事
の
一
環
と
し
て
発
行
し

ゆ

御
た
も
の
で
す
　
内
容
は
、

り…迫

�
煖
謔
ﾌ
沿
革
、
歴
史

坤
産
業
経
済
な
ど
、
八
田
・

岬一

迫野内近思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
4

を
発
行
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒

三
二
ぺ
t
ン
猷
な
つ
。
、
い
壽
、
…

　
　
　
　
　
　
　
｛
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
輻

謡
r

　
無

土
地
取
引
の
前
に

　　

@　

@　

@　

@
必
ず
届
出
を

　
土
地
は
限
り
あ
る
国
民
の
大
切
な
資

源
で
す
．
二
の
国
土
を
、
大
切
に
、
有

効
に
利
用
「
．
二
、
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
．

　
国
土
利
用
計
画
法
は
、
土
地
の
投
機

的
取
引
や
地
価
の
高
騰
を
抑
制
し
、
乱

開
発
な
ど
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
上
地

取
引
に
つ
い
て
届
出
制
を
設
け
て
い
ま

す
．　

一
定
面
積
以
ヒ
の
土
地
の
取
引
を
し

ょ
う
と
す
る
と
き
は
、
こ
の
法
律
に
よ

り
、
あ
ら
か
じ
め
知
事
に
届
け
出
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
　
［
用
紙
は
市
町
村

迫野内区誌編集委買

届
出
は
六
週
間
前
ま
で
に

　
没
場
に
あ
り
ま
す
）

一、

ﾍ
出
の
必
要
な
土
地
取
引

　
∵
肥
面
積
以
上
の
ヒ
地
に
つ
い
ノ
、
は

売
買
な
ど
の
取
引
を
す
る
場
合
、
事
前

に
届
出
が
必
要
で
す

く
［
定
面
積
と
は
V

　
呂
、
市
街
化
区
域

　
　
　
　
　
二
、
こ
．
ご
〕
m
以
ヒ

　
串
、
伊
を
除
く
都
市
計
画
区
域

　
　
　
　
五
、
「
　
一
こ
m
以
上

　
ウ
、
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

　
　
　
　
　
一
、
こ
　
一
．
．
〕
、
m
以
」

　　　　　　　　　　　　　9一　，　　　　　　　　　　　　「一　　　　　　　　　　　　「一　　　　　　　　　　　「　9　　　　　　　　　　ρ　一　　　　　　　　　「o　　　　　　　　．　’．　　　　　　　eψ　「　　　　　　r－　　　　　7　一　　　　一　一　　　9・　　　，φ　　9ψ　9ψ
，　「　φ

（
売
買
な
ど
の
取
引
と
は
〉

売
買
・
共
有
持
分
の
譲
渡
・
営
業
譲

渡
・
譲
渡
担
保
・
代
物
弁
済
・
交
換

予
約
完
結
権
、
地
L
権
、
譲
渡
な
ど

二
、
届
出
か
ら
契
約
ま
で

　
契
約
を
し
ょ
う
と
す
る
と
き
は
、
取

引
の
当
時
者
〔
売
買
の
場
合
で
あ
れ
ば

上
冗
・
モ
ン
愚
貝
・
王
一
　
は
け
、
　
取
引
の
内
容
キ
｝
圭
日

い
た
知
事
あ
て
の
届
円
顔
窒
日
タ
一
、
契
約
夕
　

結
ぶ
六
週
間
前
ま
で
に
市
町
村
役
場
に

届
け
出
て
ト
さ
い

　
届
出
を
受
け
た
知
事
は
、
取
引
価
格

等
に
つ
い
て
審
査
を
し
、
届
出
日
か
ら

六
週
間
以
内
に
取
引
の
中
止
等
の
勧
告

ま
た
は
勧
告
し
な
い
旨
の
通
知
を
す
る

こ
と
に
な
η
’
、
い
ま
す
　
こ
の
勧
告
を

し
な
い
旨
の
通
知
を
受
け
取
れ
ば
契
約

か
で
き
る
こ
と
に
孤
、
6
り
ま
す

三
、
届
出
を
し
な
い
と

　
届
出
を
し
な
い
で
土
地
取
引
を
し
た

り
、
偽
り
の
届
出
を
す
る
と
、
六
ヶ
月

以
下
の
微
役
ま
た
は
三
卜
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
．

※
詳
し
い
こ
と
は
役
場
企
画
財
政
課
へ

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．
．

θ

し
豊
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身
体
障
害
者
等
の
自
動
車
税

　　

@　

@　

@　

ｸ
免
申
請
の
手
続
を

　
自
動
車
を
取
得
し
て
お
り
、
身
体
障

害
者
r
帳
等
の
交
付
を
受
け
　
、
い
る
者

ま
た
は
、
障
害
者
と
生
活
を
．
に
し
て

い
る
者
で
、
別
表
一
に
該
当
す
る
者
は

自
動
卓
税
滅
免
の
対
象
と
な
り
ま
す
．

　
た
だ
し
、
障
害
者
と
生
計
を
「
に
し

げ
、
い
る
者
に
対
し
〆
、
の
減
免
に
は
、
次

〈表1＞

　身体障害者等減免適用範囲表

身体障害者手帳の交付を受けている者

障割・・分トτ石轟ゴ玩諜，、， 別

・者皇転ゐ場合

の
制
限
が
あ
り
ま
す
．

　、

g
体
障
害
比
二
等
か
病
気
等
の
治
ゆ

　
の
た
め
、
お
お
む
ね
六
紫
月
以
上
〔
少

　
く
と
も
週
一
回
以
ト
一
車
を
使
用
し

　
て
通
院
に
付
添
っ
て
い
る
者

　、

g
体
障
害
者
等
が
学
校
へ
通
う
た

　
め
少
く
と
も
週
一
回
以
上
車
を
使
用

i視覚障害
1級～3級及び4級ゴd　　　　　’1〔に1司L　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　．

一　　　　　一　　　　．　「　一　　　一　　一

聴　覚　障　害 2級1之び3級
．一．
@　脚脚
@　　．　　　　　一　　　　　．　　　　一　　　

F　　・平衡機能障害
　　　　　　　．一．一一一一一一一一一十一
R級

上肢不自由 1級・2級の1境ひ2級の2 〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

．ド肢不自由 1級～6級　　　　　　　　1 　　　　　　　　［P級・2下及ノ乏ひ3級ク）1．　　　　一　　一　　一　　　　．

体幹不自由 1　糸及～　3級ノ乏＝1㌧5π｛　　　　　　　　　　　1　　く一　　　，く

心臓機能障害 1級及び3級
一仁A：；，同L

呼吸器機能障害 1級及び3級　　　　　　　　　　”

じん臓機能障害 1級及び3級
　　　．

@　脚F

…併　合　障　害 1級～4級　　　　　　　　　1級～3級

四
戦傷病者手帳の交付を受けている者

　
し
ば
㌔
送
迎
し
て
い
る
者

　
な
ど
の
制
限
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

証
明
書
（
通
院
、
通
学
証
明
書
目
〕
が

必
要
で
す
．

　
自
動
車
税
減
免
申
請
に
必
要
な
書
類

申
身
体
障
害
者
季
帳

⊃
連
転
免
許
証

ぶ
自
動
車
検
査
証

1
一
住
民
票
及
び
印
鑑

駒
自
動
車
税
減
免
申
一
嗣
理
由
証
明
｛
願
｝

書

6一

t
属
証
明
書

障　　二辱　　区　　分
　　　　　障　｛圭チ　の　手∵　度

トー一一　　　　　　　　　　一一
えは

含

1島　メ丙　ノ　弔∵　「隻

本　ノ＼　運　転　の　土易 宝占卜同　　音1里劇、の土易で7

宇見　覚　　障：　害　 i牛区別」頁撞：～第4項症 ろi：二1礎

一聴覚障害 1雫寺別立｛殖乏～第4r自剃1

；
∂
、
喧
の
用
紙
は
役
場
住
民
課
に
あ

　
り
ま
す
｝

以
ヒ
の
書
類
等
を
持
’
，

県
税
事
務
所
に
提
出
し

て
四
目
中
に

て
／
＼
た
彗
・
い
．
．

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
軽
匹
白
目
動
甫
r
に
つ
い
〆
、
は
、
減
免
口
荒
劃
一

範
囲
か
表
と
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し

い
こ
と
は
税
務
課
ま
た
は
、
住
民
課
ま

で
お
問
い
へ
口
、
わ
せ
く
だ
ざ
、
い
．

1仁衡機能障書 特別∫夏野～第4項嚇

・廼嚇一第・項症
り

り

ド肢不自
　　持別項症～第6項症及び由
　　第1款症～第3款下

目別項症～第3項症

一体幹不自 ・劇鷺竣：慰及ひ 特別項」1γ～第4項症

一一一一一一一　　　　　　　　　特別項斗【1～第3項苑　　　　　　．こ同L　’し・臓機有旨障　吾

呼1吸器機能障害：特別項Ji～第3項ハ

LBん臓一十
療育手帳の交付を受けている者

’勿

A

「皿一一一一一一u『一
…障害区分1一

障 害　　の T｛　別

　
！楯　神　・奪　弱

し＿＿

本ノ＼運幸皇、ク〕土易で㌃

．一一笈鼈鼈鼈鼈鼈鼈鼈鼈

＼．

桂　口t［［ら．　呂．主

　　L　　｝・1」’・ヒ

≧き⊥＿＿一一

て
み
ま
せ
ん
か

あなたも応募し

牧水生誕百年祭

A
芯記

写真コンクール

　
牧
水
生
三
百
年
祭
東
郷
町
実
行
委
員

会
で
は
、
ふ
る
さ
と
の
山
河
を
こ
よ
な

く
愛
し
た
牧
水
を
偲
び
、
次
の
と
お
り

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
ま
す
．

　
み
な
さ
ん
の
多
数
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
．

▽
テ
ー
マ

㈲
、

桜口
谷
川
、
耳
川

鮎尾
鈴
連
峰

美
々
津

そ
の
他
牧
水
ゆ
か
り
の
風
景

▽
応
募
の
締
切
り

　
昭
和
6
0
年
9
月
3
0
日

▽
応
募
資
格

　
町
内
在
住
者
及
び
、
東
郷
町
関
係
者

　
（
町
内
の
企
業
に
勤
務
さ
れ
て
い
る

　
方
な
ど
）

▽
作
品
規
格

　
カ
ラ
ー
、
白
黒
と
も
四
ツ
切
以
上

▽
発
表
展
示
会

　
昭
和
6
0
年
1
0
月
2
4
日
～
1
1
月
末
日

　
〈
場
所
〉
中
央
公
民
館
及
び
牧
水
生
家

▽
応
募
の
受
付
及
び
問
い
合
わ
せ

　
東
郷
町
教
育
委
員
会



（6）

点

描

（43）

町報とうこう

文
化
財
に
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
冠
岳
山
桜

［　
冠
岳
連
峰
の
山
桜
を
、
町
文
化
財
と

し
て
指
定
い
た
だ
く
よ
う
町
文
化
協
会

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
て
い
た
と
こ
ろ

こ
の
ほ
ど
指
定
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま

す
。　

こ
の
冠
岳
連
峰
の
山
桜
は
自
然
林
の

中
に
育
ち
、
そ
の
数
も
千
本
近
く
あ
り

ま
こ
と
に
見
事
な
花
景
色
で
あ
り
ま
す
。

私
達
は
少
年
の
頃
よ
り
見
慣
れ
て
い
て

さ
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
と
は
感
じ
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
自
然
林
が
少
な
く

な
り
山
の
姿
も
、
杉
、
松
、
櫟
と
人
口

林
化
し
、
昔
の
様
な
自
然
美
的
な
姿

は
失
せ
、
殺
風
景
な
山
の
姿
と
な
っ
て

来
た
の
で
す
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
こ
の

冠
岳
連
峰
は
、
自
然
林
の
姿
が
或
程
度

残
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
中
に
山
桜
の
点

在
は
一
段
と
自
然
の
美
し
さ
を
与
え
て

く
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
三
月
と
も
な
れ
ば
枯
枝
の
如
き
姿
に

や
や
赤
味
が
か
っ
た
若
芽
か
吹
き
、
薄

紅
色
の
若
葉
が
愈
々
春
の
深
ま
り
を
告

げ
、
中
旬
に
は
白
桃
色
の
花
が
冠
岳
の

自
然
林
の
青
葉
の
中
に
、
一
段
と
冴
え

て
咲
き
ま
る
で
花
か
す
み
の
た
な
び
き

を
見
せ
て
く
れ
る
の
で
す
。

　
牧
水
先
生
の
秀
歌
の
中
に
あ
る
、

う
す
べ
に
に
葉
は
い
ち
は
や
く
萌
え
い
で
て

　
　
咲
か
む
と
す
な
り
山
春
花

　
ほ
ん
と
う
に
こ
の
歌
は
山
桜
が
早
春

よ
り
芽
ぶ
き
、
花
よ
り
先
に
う
す
紅
の

葉
を
見
せ
、
人
の
心
を
も
や
す
か
如
き

情
感
を
そ
そ
る
歌
で
す
。
牧
水
先
生
の

母
校
延
岡
高
校
の
門
口
に
、
こ
の
秀
歌

が
歌
碑
と
し
て
建
て
ら
れ
、
若
き
高
校

生
に
与
え
て
い
る
感
動
を
想
像
す
る
こ

と
が
出
来
る
の
で
す
。

　
三
月
中
旬
に
咲
き
乱
れ
る
山
桜
の
花

が
す
み
、
役
場
の
庭
か
ら
も
、
東
郷
僑

の
上
か
ら
も
、
鶴
野
内
の
学
校
の
庭
か

ら
も
見
事
な
眺
め
で
あ
り
ま
す
。
わ
け

て
も
羽
坂
公
民
館
か
ら
眺
め
た
と
き
、

一
段
と
大
き
い
集
団
美
を
見
出
す
こ
と

が
出
来
ま
す
。

　
私
達
は
多
数
の
山
桜
が
自
然
林
の
中

に
、
多
く
育
成
し
春
毎
に
花
の
美
し
さ

を
自
然
の
ま
ま
に
見
せ
て
く
れ
る
と
こ

ろ
は
、
県
内
外
を
通
し
て
も
そ
う
ざ
ら

に
あ
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
達
町
民
は
こ
の
自
然
の
美
し
さ
が

年
々
失
わ
れ
て
行
く
時
、
自
然
保
護
、

環
境
整
備
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
等
の
精

神
を
深
め
て
い
く
と
同
時
に
、
郷
土
の

誇
り
と
し
て
こ
の
山
桜
の
保
存
を
、
子

ど
も
達
に
深
く
教
え
て
伝
え
て
ゆ
き
た

い
も
の
で
す
．
．

　
東
諸
県
郡
綾
町
の
照
葉
樹
林
の
中
に

架
け
ら
れ
た
東
洋
一
の
吊
橋
を
私
も
見

ま
し
た
。
　
一
躍
有
名
な
と
こ
ろ
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
偏
に
自
然
林
の
広

大
さ
、
樹
令
の
深
さ
、
照
葉
樹
林
の
美

し
さ
が
、
こ
の
橋
の
バ
ヴ
ク
に
あ
る
か

ら
こ
そ
雄
大
に
も
見
え
、
美
し
く
も
見

え
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
私
達
の
ふ
る
さ
と
冠
’
岳
連
峰
の
自
然

林
を
大
切
に
保
存
す
る
と
共
に
、
我
が

郷
土
が
誇
り
と
す
る
自
生
山
桜
を
永
久

に
保
存
し
て
い
く
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
東
郷
町
文
化
協
会
長

　
　
　
　
　
　
　
都
　
甲
　
鶴
　
男

冠
岳
の
山
桜
群
な
ど

　
　
　
　
　
　
町
文
化
財
と
し
て
指
定

　
東
郷
町
文
化
財
保
存
調
査
委
員
会
で

は
、
町
の
文
化
財
と
し
て
次
の
と
お
り

新
た
に
指
定
を
い
た
し
ま
し
た
。

、
冠
岳
自
然
林
の
山
桜
群

二
、
福
瀬
神
社
の
赤
樫
群

三
、
古
文
書
六
件

　
①
田
畑
高
岡
帖
（
江
戸
時
代
）

　
②
種
痘
人
名
録
（
嘉
永
二
年
｝

　
③
御
仕
置
五
人
組
（
文
久
四
年
｝

　
④
梶
田
山
陰
旧
記
（
元
禄
四
年
）

　
⑤
神
社
調
書
（
明
治
三
＋
五
年
）

　
⑧
東
郷
村
資
料
（
大
正
四
年
）

四
、
無
形
文
化
財

　
①
神
楽
八
件
（
桂
瀬
、
小
野
田
、
迫

　
　
野
内
、
田
野
、
八
重
原
、
羽
坂
、

　
　
坪
谷
、
越
表
）

　
壱
臼
太
鼓
四
件
（
福
瀬
、
鶴
野
内
、

　
　
迫
野
内
、
坪
谷
）

牧
水
と
坪
谷
㈹

　
帰
省
中
牧
水
が
妻
に
出
し
た
手
紙

　
　
三
月
二
十
九
日
付

一
昨
夕
帰
っ
て
来
た
．
、
お
ば
っ
ノ
し
ゃ

ん
も
御
機
嫌
誠
に
斜
な
ら
ず
、
　
一
泡

吹
か
せ
ら
る
か
と
お
も
っ
た
の
に
ま

る
で
そ
の
反
対
、
こ
ち
ら
の
方
が
却

っ
て
痛
み
入
る
始
末
、
囲
脳
裡
端
に

打
寄
っ
て
何
彼
の
話
の
謡
っ
た
と
こ

ろ
に
来
客
、
土
地
の
郵
便
局
長
と
青

年
会
長
（
こ
の
男
、
小
生
の
小
学
校

友
達
）
と
が
、
村
は
つ
れ
ま
で
出
迎

へ
に
行
こ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
　
「
も

・
り
、
　
い
ん
な
ノ
ん
だ
げ
な
。
一
ン
ニ
、
実
可
つ

た
の
だ
．
深
夜
ま
で
飲
酒
、
翌
朝
々

　
　
　
　
　
　
て
ロ
エ

寝
し
て
起
き
る
、
乃
ち
一
杯
、
そ
の

う
ち
ま
た
来
客
、
こ
れ
ま
た
小
生
．
と

小
学
時
代
の
同
級
生
に
て
競
争
者
た

り
し
而
し
て
目
下
村
会
議
貝
を
つ
と

む
る
寺
原
某
な
り
、
ま
た
一
飲
そ
の

う
ち
村
の
そ
れ
こ
れ
大
凡
全
部
が
入

れ
替
り
立
ち
替
り
や
’
．
て
来
る
、
そ

の
う
ち
、
生
き
た
．
鶏
を
持
ち
来
る
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　
　
こ

り
、
今
日
と
ら
し
た
と
い
う
維
子
を

持
ち
参
る
あ
り
、
三
々
五
々
、
牧
水

ゆ
っ
く
り
飲
む
ひ
ま
も
な
し
、
お
袋

も
絹
も
て
ん
て
こ
ま
ひ
な
り
、
今
も

こ
の
手
紙
を
書
き
か
け
て
い
る
と
こ

ろ
へ
昔
の
女
友
達
な
ど
や
r
．
て
来
る

あ
り
、
階
下
に
呼
び
下
さ
れ
、
　
一
お

婆
さ
ん
に
な
’
．
た
な
0
，
　
「
お
め
．
｛

塩
　
月
　
儀
市

も
お
爺
さ
ん
な
ら
し
た
の
う
。
」
等
々

の
問
答
よ
ろ
し
く
あ
り
て
幸
う
じ
て

　
　
　
　
　
　
レ
ひ

暇
を
得
、
椅
子
に
亀
戸
る
を
得
た
る
図

な
り
、
時
間
二
日
間
に
し
て
あ
く
る

こ
と
無
慮
．
数
升
、
お
袋
眼
を
丸
く
し

て
「
い
・
の
け
エ
、
お
め
エ
は
」
と

い
う
．
、
よ
ろ
し
／
．
＼
す
べ
て
い
・
の

な
り
、
止
む
得
ざ
る
な
り
、
タ
ン
タ

ン
は
忽
ち
近
所
の
ガ
キ
ダ
イ
シ
ョ
ウ

と
な
り
て
村
の
興
味
の
中
心
と
な
り

つ
・
あ
り
、
成
績
し
て
佳
良

い
ま
、
ま
た
、
使
あ
り
、
例
の
矢
野

力
治
の
宅
よ
り
夕
食
の
案
内
に
わ
ざ

／
＼
そ
の
次
男
を
よ
こ
し
ぬ
．
．
お
婆

さ
ん
と
タ
ン
タ
ン
と
を
誘
う
㎡
、
夕
方

出
か
け
む
戸
以
下
略
）

　
三
月
三
十
一
日
付
妻
へ
の
手
紙

　
為
替
、
有
難
う
、
す
ぐ
そ
の
ま
ま

お
ば
↓
ノ
し
ぬ
、
ん
に
渡
し
て
お
い
た
．
．

お
ば
一
、
し
め
、
ん
も
姉
も
想
っ
て
い
た

よ
り
元
気
鵡
、
、
極
め
オ
、
託
し
く
逢
う

こ
と
が
出
来
た
．
絹
も
ま
た
意
外
に

善
良
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ひ
そ
か
に

赤
面
し
た
。
法
事
も
極
め
て
簡
単
に

営
む
こ
と
に
き
め
た
、
．
た
、
・
都
農
の

義
兄
が
急
商
用
で
上
阪
中
の
た
め
ま

だ
は
っ
き
り
と
日
取
が
き
め
ら
れ
な

い
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
つ
r
こ

し
艦

齢12回

始
め
よ
う
今
、

　　

@　

@　

ﾝ
つ
め
よ
う
未
来
！

青年祭

町報とうこう

　
今
年
は
国
際
青
年
年
。

　
三
月
二
日
、
中
央
公
民
館
で
恒
例
の

青
年
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
各
位
年
会
相
互
の
親
睦
を

深
め
よ
う
と
約
五
十
名
が
参
加
し
開
か

れ
ま
し
た
。

　
午
後
七
時
か
ら
の
開
会
行
事
に
引
き

続
き
、
各
地
区
か
ら
六
名
の
方
が
意
見

発
表
を
、
ま
た
、
五
十
九
年
度
に
国
内

研
修
生
と
し
て
北
海
道
幕
別
町
を
訪
れ

た
二
名
の
方
が
「
国
内
研
修
を
終
え
て
」

と
題
し
て
そ
れ
ぞ
れ
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
意
見
発
表
後
は
、
小
野
田
と
寺
迫
地

区
の
青
年
に
よ
る
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り

の
演
芸
が
行
わ
れ
、
笑
い
を
誘
っ
て
い

ま
し
た
、人

権
を
考
え
る
一
①

同
和
問
題
と
は
ど
の
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
問
題
で
す
か
？

葉裏　　
櫨

「鞍
≠μ

と
し
て
の
権
利
が
侵
さ
れ
て
い
る
と
い

う
、
最
も
深
刻
で
重
大
な
社
会
問
題
の

こ
と
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
人
々
は
不
当
な
差
別
を
受

け
、
生
活
環
境
等
の
劣
悪
な
一
定
地
域

に
居
住
さ
せ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
う

し
た
地
域
は
、
「
未
解
放
部
落
」
「
被
差

別
部
落
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
名
称
で
呼

ば
れ
て
い
ま
す
が
、
行
政
上
一
般
に
「
同

和
地
区
」
と
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は

同
和
対
策
事
業
の
推
進
に
よ
り
、
同
和

地
区
の
物
的
環
境
の
改
善
に
一
定
の
成

果
が
見
ら
れ
る
な
ど
の
変
化
か
認
め
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
、
同
和
地
区
に
生
ま

れ
育
っ
た
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
陰
に

陽
に
不
当
な
差
別
を
受
け
、
人
間
と
し

て
の
幸
せ
に
生
き
て
い
く
願
い
を
拒
否

さ
れ
、
基
本
的
人
権
が
侵
さ
れ
る
と
い

う
部
落
差
別
の
実
態
が
残
っ
て
い
ま
す
．
、

　
近
代
社
会
に
お
け
る
部
落
差
別
は
、

市
民
的
権
利
、
自
由
の
侵
害
で
あ
る
と

言
わ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
同
和
地
区
の

人
々
に
対
し
て
は
職
業
選
択
の
自
由
、

教
育
の
機
会
均
等
を
保
障
さ
れ
る
権
利

居
住
及
び
移
転
の
自
由
、
結
婚
の
自
由

な
ど
が
完
全
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
国
の
同
和
対
策
審
議
会
は
、
一
九
六

五
（
昭
和
4
0
）
年
、
「
．
同
和
問
題
の
早
急
な

解
決
こ
そ
国
の
責
務
で
あ
り
、
国
民
的

課
題
で
あ
る
」
と
の
答
申
を
行
い
、
そ

の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
関
係
法
令
が
整
備

さ
れ
、
同
和
対
策
事
業
が
始
ま
り
ま
し

た
。
同
和
問
題
の
真
の
解
決
の
た
め
に

は
、
行
政
が
そ
の
責
務
を
果
た
す
と
と

も
に
、
国
民
一
人
一
人
が
、
同
和
問
題

の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
、
自
ら

の
課
題
と
し
て
そ
の
解
決
に
努
め
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
1
「
同
和
教
育
基
本
資
料
」
よ
り
一

が

．
い
、

　
、ぐ

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

（7）

　
同
和
問
題
と
は
、
歴
史
的
な
歩
み
の

中
で
政
治
的
に
作
り
出
さ
れ
た
身
分
差

別
に
よ
っ
て
、
国
民
の
一
部
の
人
た
ち

が
、
今
な
お
経
済
的
、
社
会
的
、
ま
た

は
文
化
的
に
も
低
位
の
状
態
に
置
か
れ

誰
に
も
保
障
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
人
間

繁
期

．

遡

　
「
春
の
全
国
交
通
安
全
連
動
」
が
四

月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
、

今
年
の
重
点
目
標
は
、
次
の
三
つ
で
す
．
．

一、

V
入
学
（
園
）
児
を
中
心
と
し
た

　
子
供
の
交
通
事
故
防
止

二
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
リ
ト
着

　
用
の
徹
底

三
、
二
輪
車
を
中
心
と
し
た
無
謀
運
転

　
の
追
放

＼ズ×

行
楽
期
の
交
通
事
故

　
　
　
　
　
　
を
防
ご
う

　
今
月
は
桜
見
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
酒
を

飲
む
機
会
、
遠
出
の
機
会
が
多
く
な
る

季
節
で
す
。
ま
た
新
入
学
（
園
）
児
童
な

ど
交
通
社
会
に
な
じ
み
の
薄
い
弱
者
等

の
交
通
事
故
が
心
配
さ
れ
る
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。
昨
年
県
内
で
は
交
通
事
故

に
よ
る
死
者
は
八
十
一
名
で
し
た
が
、

中
学
生
以
下
の
子
供
は
一
〇
名
（
一
二
・

三
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

　
O
速
度
は
ひ
か
え
目
に

　
O
飲
酒
し
た
ら
ハ
ン
ド
ル
を
握
ら
な

　
　
い

　
O
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

　
　
必
ず
つ
け
る

　
な
ど
道
路
を
利
用
す
る
者
は
他
人
の

立
場
に
な
り
思
い
や
り
交
通
を
す
す
め

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
車
で
旅
行
の
際
は

無
理
な
計
画
を
せ
ず
、
余
裕
を
も
ち
、

も
し
眠
気
を
感
じ
た
ら
ひ
と
休
み
す
る

　
二
輪
車
や
自
動
卓
を
．
連
転
ず
る
入
は

次
の
点
に
十
分
注
意
し
て
、
交
通
事
故

か
ら
身
を
守
り
ま
し
，
歩
う
．
、

O
安
全
速
度
を
守
り
ま
し
ょ
う
．
．

O
ジ
グ
ザ
グ
運
転
は
や
め
ま
し
、
φ
う
．

O
信
号
機
の
な
い
交
差
点
で
は
、
必
ず

　
徐
行
、
ま
た
は
一
時
停
止
を
．

O
無
理
な
追
い
越
し
は
絶
対
に
し
な
い
。

な
ど
過
労
運
転
の
防
止
に
つ
と
め
て
下

さ
い
．

少
年
の
家
出
や
非
行
を
な
く
そ
う

　
三
月
末
か
ら
四
月
に
か
け
て
は
、
春

休
み
の
気
の
ゆ
る
み
か
ら
遊
び
ぐ
せ
が

っ
き
、
勉
強
ぎ
ら
い
と
な
り
金
使
い
か

乱
れ
、
素
行
不
良
者
と
の
交
友
の
ほ
か

盗
み
な
ど
の
非
行
に
は
し
る
ケ
ー
ス
か

多
い
よ
う
で
す
。
日
向
市
内
で
も
万
引

き
、
オ
ー
ト
バ
イ
盗
な
ど
の
初
発
型
非

行
が
依
然
と
し
て
あ
と
を
た
た
ず
、
特

に
中
学
生
か
そ
の
主
役
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

O
髪
型
、
服
装
が
変
っ
て
き
た

　
O
夜
遊
び
を
す
る
よ
う
に
な
’
．
た

　
O
電
話
が
必
要
以
上
に
か
か
っ
て
く

　
　
る

　
な
ど
、
初
期
の
兆
し
に
気
付
い
た
ら

要
注
意
で
す
。
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

大
事
な
子
供
さ
ん
を
悪
か
ら
守
る
に
は

あ
な
た
の
勇
気
と
思
い
や
り
が
大
き
な

ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
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町報とうこう

おしらせ
欝
．曲

ベ
ノ
禽
。

野
蒜
．

　
1
　
　
’

A
曝
W
　
、

　
　
　
　
9解

ll！1

当
1賎

昭
和
六
十
年
度

固
定
資
算
課
税
台
帳
の
縦
覧

　
税
務
課
で
は
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま

す
固
定
資
算
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

　
特
に
本
年
度
は
、
評
価
替
え
の
年
に

あ
た
り
ま
す
。
閏
覧
は
無
料
で
す
が
、

本
人
分
に
限
り
ま
す
。

▽
期
間
　
4
月
1
日
～
4
月
2
0
日

▽
場
所
　
役
場
税
務
課

心
配
ご
と
相
談

　
次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
心
配
ご
と
・
悩
み
ご
と
な

ど
ど
ん
な
こ
と
で
も
遠
慮
な
く
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
各
地
区
の
相
談
員
（
民
生
委

員
）
に
よ
る
地
区
相
談
も
、
毎
週
火
曜

日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
員
宅
で
開
設
し

て
い
ま
す
の
で
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。▽

日
時
　
4
月
1
6
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

行
政
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
国
鉄
・
電
々

公
社
な
ど
の
仕
事
、
県
や
町
の
仕
事
に

対
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
当
日
以
外
は
自
宅
で
受
付

け
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
遠
慮

な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
4
月
1
6
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

　
　
　
東
郷
町
仲
深

　
　
　
行
政
相
談
委
員
　
山
口
俊
一

え
び
ね
展
示
会

　
え
び
ね
同
好
会
で
は
次
の
と
お
り
展

示
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
程
　
4
月
1
4
日
～
1
5
日

半
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
主
催
　
東
郷
町
文
化
協
会
え
び
ね
同

　
　
　
好
会

▽
出
品
者
　
町
内
在
住
者
、
町
内
企
業

　
　
　
就
業
者
及
び
町
え
び
ね
同
好

　
　
　
会
会
員

▽
問
い
合
わ
せ
　
詳
し
く
は
教
育
委
員

　
会
、
又
は
え
び
ね
同
好
会
会
長
鶴
田

　
義
男
（
費
日
向
八
－
一
八
九
八
）
ま
で

商
業
統
計
調
査
に

　
　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を

　
　
五
月
一
日
現
在
で
実
施

　
通
商
産
業
省
で
は
、
昭
和
六
十
年
瓦

月
一
日
現
在
で
商
業
統
計
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
”
商
業
の
国
勢
調
査
”

と
も
い
わ
れ
る
も
の
で
、
商
店
の
分
布

状
況
や
販
売
活
動
の
実
態
お
よ
び
商
品

の
流
通
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

全
国
の
卸
売
業
、
小
売
業
を
営
ん
で
い

る
す
べ
て
の
商
店
を
対
象
に
行
わ
れ
ま

す
。　

調
査
の
結
果
は
、
商
業
の
育
成
、
流

通
機
構
の
近
代
化
な
ど
の
施
策
を
進
め

る
う
え
で
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
多

く
の
分
野
で
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
は
、
県
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た

調
査
員
が
商
店
を
直
接
訪
問
し
、
調
査

票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
て
回
収
す
る

と
い
う
方
法
で
す
。

　
提
出
さ
れ
る
調
査
票
は
、
統
計
法
に

よ
り
厳
重
に
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
の
で

正
確
な
申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

“
自
然
”
を

　
　
保
護
し
ま
し
ょ
う

　
尾
鈴
山
系
は
、
自
然
植
物
の
宝
庫
と

し
て
有
名
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
“
キ

バ
ナ
ノ
ツ
キ
ヌ
キ
ホ
ト
ト
ギ
ス
”
は
尾

鈴
山
系
の
一
部
だ
け
に
自
生
す
る
貴
重

な
植
物
で
す
。

　
深
山
の
涯
に
下
垂
し
て
生
え
、
茎
が

葉
を
突
き
抜
け
る
よ
う
に
し
て
伸
び
、

秋
に
は
黄
色
の
美
し
い
花
を
咲
か
せ
ま

す
．
．　

有
名
な
尾
鈴
寒
蘭
、
日
向
米
つ
つ
じ

が
乱
獲
さ
れ
半
減
寸
前
の
状
態
に
あ
り

ま
す
。

　
東
郷
町
の
自
然
に
生
き
る
貴
重
な
植

物
を
町
民
総
ぐ
る
み
で
保
護
し
ま
し
ょ

う
、
．

今
月
の
縞
追
回

軽
自
動
車
税
全
期

国
民
健
康
保
険
税

　
　
　
　
　
　
　
　
一
期

善
意
の
と
も
し
び

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
に
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
仲
深
の
田
口
紘
一
郎
さ
ん
か
ら

　
（
里
治
さ
ん
・
8
6
歳
ご
死
去
）

◎
仲
深
の
中
野
拓
郎
さ
ん
か
ら

　
（
弥
一
郎
さ
ん
・
8
6
歳
ご
死
去
）

◎
越
表
の
山
元
文
明
さ
ん
か
ら

　
（
ト
ラ
さ
ん
・
9
5
歳
ご
死
去
）

◎
仲
深
の
和
田
岡
田
さ
ん
か
ら

　
（
ハ
ズ
エ
さ
ん
・
8
5
歳
ご
死
去
）

◎
小
野
田
の
木
村
誠
さ
ん
か
ら

　
（
朝
国
ナ
ミ
エ
さ
ん
・
8
6
歳
ご
死
去
ノ
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二
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う
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回り広子也菜 名

一輝保和和政 父

の

義行司幸夫志 名

寺羽越小越坪 住
野

迫瀬表田表谷 所

結
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お
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と
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コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
氏
　
　
　
　
　
名

［柏佐伊高河山橋前

田藤東見野下
七武千友1房

子久恵弘代満

口二

日和

生二等

住
　
所

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
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陥

市
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渡
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ト
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ケ
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	”うつくしく清き思ひ出と金子ゞめおかむ願ひを持ちて今をすごせよ”卒業生が歌碑建立－東郷中

	「迫野内区誌」を発行

	土地取引の前に必ず届出を－届出は六週間前までに

	身体障害者等の自動車税減免申請の手続を
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	春の全国交通安全運動

